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 車は、対称敷地内、長手方向 250m を時速 40km で進むとすると、わずか約 22 秒で過ぎ去
ってしまう。また、ドライバーは、前方目線を強制させられるために、周囲の景観に対して目


















「Lift Up City」 
  




 以下の 4 つの点を踏まえて駅前の公共空間の展開をコンセプトとする。 
 —６つの駅を繋ぐ  
 —地上レベルでの自由な歩行可能域 
  —都市の中に自然のオープンスペースを作り出す 
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